
すいしんいんセッション

～ 推進員同士で本音で語ろう！知恵と工夫を寄せあおう！ ～

＜ 推進員仲間とつながり、一緒に悩み、一緒に一歩！ ＞

チームオレンジ・保険に関する質問

質問：

チームオレンジ活動で、個人のやりたいを実施するときに、保険の話がでました。チームオレンジ活動の場合はどうお考

えですか？活動するサポーターの方にも保険をかけた方がよいという意見も出ていました。

回答：

 (神﨑さん)

例えば、行政機関の手伝いなど依頼がある場合は、依頼側にボランティア保険などを掛けることもあるかもしれません

が、日常生活の中で買い物などに行く際、保険を掛けて買い物に行かないと思います。

 (近藤さん)

チームオレンジの取組になぜ保険が必要なのかがよくわかりません。当事者が困るから周囲がチームとして支える取組が

チームオレンジで、チーム員は強制ではないので、危険だからやりたくないという人はチーム員にならなければ良いと思

います。互助とは、やりたい人がやれるときにやれることをすることです。

 (真子さん)

チームオレンジの活動に対する保険の話は、ご本人さんがされたのでしょうか。基本的に、チームオレンジの活動主体

は、認知症の本人さんと住民さんだと思っています。本人さんと周りの人たちが望んでできたチームオレンジであれば、

主体的な物として捉え、保険の必要性は感じません。

  (例)友人と食事に行く時に事故にあったら、自分のこととして自分で処理をする。友人に責任を問うことはない。

上記のように、自分が自分のことを決め、自分の責任で参加しているのであれば、チームオレンジでも同様ではないで

しょうか。一方、専門職や行政主導で作ったチームオレンジは、本人や住民が、やらされ感を感じてしまう。責任の所在

を確認しなければ、安心して活動できないということではないのかなと感じました。違っていたらすみません。

 (速水さん)

ボランティアが保険がなければ活動できないと言うのであれば検討する必要があるかと思います。

 (谷口さん)

どのような部分に保険が必要なのでしょうか？「本人のやりたい」は、本人が自分でどこまでリスクを承知で活動できる

かによります。そのことに本人が保険を必要としているか、確認をすればいいと思います。

 (那須野さん)

保険については特に掛けなくても良いと思います。制約をかけることではなく自然体に向き合える雰囲気作りが本質かと

思います。



質問：

県からはとりあえずチームオレンジを作れと言われますが、チームオレンジは手段であるので、目的とすることが違うと

思いますが、みなさんはいかがですか？県にはなかなか理解いただけません。

回答：

 (神﨑さん)

本人の困り事をチームでサポートする事が目的であると思います。枠組みだけできでも、そこに目的がなければ意味がな

いと思います。
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 (速水さん)

自治体がチームオレンジに対する考えをもっていれば、それにそぐわないのでできませんと言っていいと思います。県の

命令を聞く必要はないのではないでしょうか。

 (谷口さん)

おっしゃる通りです。チームオレンジ結成が目的になると、結局本人が不在となります。本人がいて、その人を支援する

人たちでチームを作るプロセスが重要です。

 (那須野さん)

チームオレンジが手段という本質的なところに向き合えているので自信を持ってください。誰のため、何のため、その声

(本人の)向き合い自地域ならではの取り組みで良いです。必要であれば長野県版のチームオレンジの考え方を伝えます。

自地域の取り組みや本人の声に向き合い続けてください。

 (近藤さん)

とりあえず作れとは、政策形成の根幹を揺るがす重大発言だと思います。地方自治法では、最小の経費で最大の成果を挙

げるように自治体運営することが規定されています。とりあえずやれは、ムダそのもの。成果が挙がらないので、経費を

かけること自体がムダです。チームオレンジという政策が、なぜ必要で、チームができることでどんな効果が期待できる

のかがわかっていないとしか思えません。誰のために、何の目的で取り組むのかを、県の担当者が理解されることを期待

します。

 (真子さん)

県の方の理解が得られないのは、活動する上で非常に動きづらいですよね。私の県は、(言っていいのか…)担当者の方

と、顔なじみの関係で、地域の実情について繰り返し、対話しています。基本法とチームオレンジのちぐはぐ感も共通認

識として持っているので、県内に集いの場にステップアップ講座やってチームオレンジの数が増えている現状への違和感

も同じように感じてくれていると認識しています。県も実績を求められるのでしょうが…何のための物なのかを私たち推

進員がしっかり意識していけば良いのかなと思います。


